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■作家チェ・リョンについて

　　1973年、咸鏡北道清津市生まれ
金日成総合大学卒

短編小説「따뜻한 꿈」ほか、短編小説、詩、評論、芸術散文など数十編を発表
■主な登場人物
　　･ユン・ヘソン（윤해송）…海洋植物研究士を名乗っているが、実は機械工学研究士。油圧機械導入のためリョンポに来て、村人と出会い環境破壊を防ぐため工場建設に反対する。
・チェ・ヨンギョン（채연경）…침광試薬の研究士・発明者
　　・リム・ヒョンジュン（림형준）…ヨンギョンの夫。研究者（研究分野は不明）
　　・リム・ウン（림웅）…ヨンギョンとヒョンジュンの息子。間もなく７歳。
　　・パク・シンチョル（박신철）…침광試薬分工場建設のため局から派遣された現地踏査組の責任部員
　　　　　　＊침광試薬…希少金属の選鉱実収率を高めるとされる試薬
■舞台　リョンポ（련포）→東海岸に面する地方都市。架空の地名と思われる
■内容

　【１．環境破壊を防ぐため工場建設に反対するヘソン】

　　○　ヘソンは침광試薬分工場建設の責任者であるシンチョルを訪ね、海藻類の保護のため試薬分工場の建設を取り止めるよう要求。シンチョルは国益につながる事業であり海洋資源の合理的利用であるとして拒絶し、平行線に終わる。
　【２．ヨンギョンとの出会い】

　　○　海岸に出たヘソンは、偶然出会った女性に工場建設とそれによる環境破壊問題について語る。女性はヘソンを励ます。
　　○　翌日、ヘソンはシンチョルの事務室に昨日の女性がいるのを見て驚く。女性は침광試薬の研究者ヨンギョンであり、ヘソンの話を聞いて分工場建設を中止するべきだと考えるようになったと語る。
　　○　ヘソンはヨンギョンから工場建設を止める決心を聞くとともに、それにより家族（夫と息子）と離れて暮らす期間がさらに長引くことになったつらい気持ちも聞き同情する。ヘソンは女性が仕事と家庭の２つの重荷を背負っていると実感する。
　【３．夫妻の思いを聞くヘソン】
　　○　２日後、ヘソンはヨンギョンと会い、ヨンギョンの夫がリョンポに来ていながらヨンギョンに会おうとしないことを聞く。
　　○　ヘソンはその後、ヨンギョンの夫ヒョンジュンに会い、ヨンギョンと会おうとしないことを責めるが、ヒョンジュンは今は会わない方がいいと言い、研究に没頭する妻の姿を見ることに幸福を感じると語る。

　　○　ヘソンは帰ってきたヨンギョンに、ヒョンジュンはヨンギョンのことを理解していると伝える。また、ヨンギョンとヒョンジュンの研究を助けるため、２人の息子であるウンを自分の母親に預け、自分もヨンギョンについて行くことを提案。
　【４．新天地への出発】

　　○　ヨンギョンとヘソンは新赴任地であるサムフンへ向かう。しかし見送りに来ると言っていたヒョンジュンは現れず、代わりにシンチョルが来てヒョンジュンから預かってきた荷物を渡す。
　　○　列車は出発し、ヘソンはシンチョルから渡された荷物の中にウンの手紙を読む。列車が朝焼けの海岸を通過する時、海岸でヒョンジュンとウンが列車を見送っている姿を見つける。

■収録誌「統一文学」について

　　○南北双方の文学者で構成する「６．１５民族文学人協会」が編集する文学誌で、

２００８年１月創刊。分断後、初めての南北共同文学誌。

　　○南北双方の短編小説と詩を共同の編集委員会で選定し、収録している。

　　○これまでに２号が発行され、本小説「바다를 푸르게 하라」は第１号に収録。
　　○発行・印刷は北側（朝鮮）で行われているが、北側作品の中に登場する「수령님」などの表現を南側（韓国）当局が問題とし、シール貼りした上で配布されるなどしている。そのため、南側での配布は発行日より３～５ヶ月遅れている。
■主な批評
　　○ハンギョレ新聞「チェ・ジェボン（최재봉）の文学風景」
http://www.hani.co.kr/arti/culture/book/319011.html
　　　・本作品「바다를 푸르게 하라」など「統一文学」に掲載されたいくつかの作品について「主人公は最初は周囲の誤解により心労を煩うが、結局は党と祖国を思う真心が受け入れられ、ハッピーエンドを迎える」

　　　・北側作品全般について「北側作品はとても教訓的で楽観的。葛藤があっても、結局望ましい方向に解消され、不和や破局に至ることはない」「北側の文学は、栄養失調と発育不振に苦しむ子どものようだ。閉鎖的で抑圧的な体制が、自由と挑発を生命とする芸術を締め付けている結果だ」
　　　・「統一文学」について「互いの作品の批評と討論の場を設けてはどうか。互いの文学の特徴と長所短所を把握し、自分たちに足りない点を学ぶことができるようになるだろう。『統一文学』が南北の異質感を狭め、文学的統一を早めるのに積極的な役割を果たすことを願う」

■報告者（金子）の感想

　　○北朝鮮の小説を通して読んだのは初めて。朝鮮の社会や人々の生き様を少しでも垣間見ることができ、それなりに興味深かった。

　　○作者も若手であり、他にどのような作家が北朝鮮で活躍しているのか関心を持った。
　　○小説のテーマが最初から最後まで一定せず、読み手としては戸惑った。
　　　　　　（最初）環境問題

→（中盤）仕事と家庭の両立に悩む女性（フェミニズム小説？）
　　　　　　→（終盤）みんなで仕事へ（青春小説？）
　　○最終的には、登場人物全員が団結して国家の任務に励むという結論。政治体制を反映しているという印象であり、日本や韓国の文学とはかなりの距離があると感じた。
　　○ハンギョレ新聞の批評にもある通り、今後南北間だけでなく、日本にももっと北朝鮮文学が紹介され、相互に批評し合うような交流があるといいのではないかと思った。

